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近年,尿 路性器腫瘍診断学において も,マクロから
ミクロそして遺伝子へ と医学基礎研究法の進歩に伴い
多 くの新 しい診断法が開発 され,早 期の腫瘍のde-



























瘍であ り,植村 と日置 はnested-PCR法を用いた分
子生物学的手技による血中の腎癌細胞の検出の試みと
その臨床的有用性 について報告 した.
膀胱癌では,有 馬がMRIに よるsubmucosalen-
hancementに注 目したステージングの有用性を示 し,
篁と原は従来から行われている尿細胞診検査および病
理形態学的検討に加え,p53やテロメラーゼあるいは
CD44variantfbrmを標的としたPCRを用いた分子
診断を取 り入れることにより,診断効率の向上と腫瘍
の治療効果への関わりを報告 した.
精巣腫瘍では,野 々村が種々の癌関連遺伝子などの
分子生物学的特性 と治療効果あるいは予後 との関連を
示した.
癌細胞における遺伝子あるいは分子生物学的指標の
研究は,近年飛躍的に進歩 しており,基礎的研究から
実際の臨床の場への応用が進んでいる.Fig.1には悪
性腫瘍の病期診断における,画像および病理検査によ
る形態学的診断と遺伝子 を中心 とした分子生物学的手
法による診断の役割を示 した.悪性腫瘍の病期診断の
目的はいうまでもな く,患者それぞれの腫瘍の進展度
と悪性度に関するより正確な情報のもとに,患者の予
後と治療効果 を予測し,それぞれの患者にとって最 も
適切 な治療を選択することである.従来からの画像 と
病理による形態学的診断によるTNM分 類 と細胞悪
性度に加 え,今後は本シンポジウムで示されたような
微小転移(molecularM:mM)あるいは分子生物学
的悪性度(molecularG:mG)の補助により,よ り個
別化(individuaHze)された患者の治療 と予後判定が
行われると考えられる.しか し,現状ではまだこれら
分子生物学的手技による病期診断の経験は浅 く,す ぐ
に臨床応用するには時期尚早と考えられ,慎 重に対応
する必要があ り,今後のさらなる基礎および臨床研究
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の発展を待ちたい.
本シンポジウムは限られた時間であったが,多 くの
臓器を網羅 ししかも多様なテーマでシンポジス トの先
生方に最新の発表をいただき,活発な討論をしていた
だいた.ご協力いただいた演者 と熱心に最後までご聴
講いただいたフロアの先生方にこの紙面を借 りて謝意
を表 したい.
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